
低投与型有機農業・超低投与の自然農業の達成に向けて！

ネットワーキングニュースレター復刊！
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NPO法人ポラン広場東京に集う皆さまの交流、ネットワーキン

グをより円滑に、タイムリーに、有機的に結ぶべく、皆さまの活

動や事務局の動向などを発信するペーパーメディア『ネットワー

キングニュースレター』。2013年5月プレ創刊号から毎月発行し、

2014年12月号をもって紙媒体での発行は休刊となりました。

この間、ウェブサイトで随時活動情報を配信しておりましたが、

約2年の時を経て復刊することが決定！今後は偶数月に皆様の

お手元にお届けの予定です。皆さまからの寄稿や活動などの情

報も掲載していきたいと考えています。情報をお待ちしています！

ポラン ネットワーキング ニュー

スレター復刊21号をお届けし

ます。小さな、しかし大切な私

の目標 「白い!柔らかい!届く!

響く!文章を書く」

2月18日三鷹で逢いましょう!

(さ)

ポラン広場の宅配会員の方々

ご支援・ご協力ありがとうござ

いました(2016年11月1日～

12月31日)

編集チーム4名での慣れ

ない編集作業でしたが、

何とか無事に復刊第1号

完成に至りお届けできる

ことにワクワクしています

（し）

東日本大震災の津波で、壊滅的な被害を受けた岩手県

陸前高田市。そこで、文化4年 （1807年）から続く老舗

醤油蔵 八木澤商店は、200年以上の歴史を持つ土蔵や

杉桶、そして醤油屋の命である「もろみ」を津波で失った。

誰もが「終わった」と思ったが、九代目の河野通洋は震災

から5日目にして「必ず再建する」と社員を前に約束する。

醤油をもう一度つくれる日を夢見て、必死に再建を目指

す社員たち。河野をはじめ、八木澤商店の社員たち、そし

て陸前高田の人々の5年間の苦闘を、緻密な取材で描く

ノンフィクション

[活動予定]　●2月18日(土)13時～17時　ポラン広場東京

集会＠三鷹産業プラザ●4月22日(土)・23日(日)アースデ

イ東京2017～ファーマーズガーデン＠代々木公園

Networking Information

～陸前高田の老舗醤油蔵　八木澤商店　再生の物語～

ひしお

奇跡の醤

書籍出版案内

※ポラン基金にたくさんの方々

のご協力をいただいております。

紙面の都合上、全員のご紹介

をすることができませんが、機

会を設けてご紹介させていた

だきます

■竹内早希子 著■四六判ハード 　288頁■定価1,700円+税

■2016.10.31発売■祥伝社

「絶対、復活してやる」　

若き経営者の覚悟と苦闘を描く

西村 和雄 氏
にしむら　　かず　お

日    時

会    場

開    会

参 加 費

お申込み
＆

お問合せ

内    容

2017年2月18日(土) 13:00～17:00

三鷹産業プラザ 7階 会議室
三鷹市下連雀3-38-4
（JR中央・総武線三鷹駅南口徒歩7分）

13:00（開場12:30)

第一部　13:30～15:00

　講演（京都大学農学博士・西村和雄氏）

第二部　15:30～17:00

　参加者との質疑応答ほか

1,000円 (事前申込で無料)

ポラン広場東京事務局

TEL:0428-22-6821　E-mail:office@polano.org

有機農業ってなんでしょう？
なぜ農薬や化学肥料を使わないの？

どうやって農薬を使わずに病気や虫から作物を守るの？

あらためて問われるとうまく説明しにくい有機農業の定義や論理について、

日本を代表する有機農業研究者の一人、農学博士・西村和雄さんが

誰にでも分かるようにズバリ！と解き明かします

ポランは、現代農業で多用される化学肥料を有機肥料に

代替した多投与資材依存型「準有機」農業を脱し、ディー

プオーガニック(造語です)すなわち低投与型有機農業・超

低投与の自然農業に取り組み、その展開をしていきます

「オーガニック＆ナチュラル」という表現には「有機農業と

自然食品」に留まらず、「低投与型有機農業」「もっと低投

与の自然農業」への成熟を成し遂げる、という考えが込め

られています

事前参加申込の方に、会場にディスプレイされ

た旬の有機野菜・果物やポランのオーガニック

＆ナチュラル食品・生活用品をプレゼント！　

1945年、京都市生まれ。 京都大学農学

部修士課程修了。環境科学総合研究

所、京都大学助手、同大学フィールド科

学教育研究センター講師を経て、2007

年退職。京都大学農学博士

著書に、『おいしく育てる菜園づくりコツ

の科学』『有機農業コツの科学』『西村和

雄の有機農業原論』（七つ森書館）など

講演者プロフィール

※詳細はウェブサイトをご覧ください  www.polan.tokyo.jp

はじめる“ディープオーガニック”はじめる“ディープオーガニック”

ポラン広場東京の集いに集まろう！

ファーマーズガーデン“冬”

2017.1.21(土)・22(日)

earth garden“冬”

新年会
＠代々木公園

【 事 務 局 か らのお知 らせ 】

【 新 規 会 員 ・寄 附 者 な ど 】

ポ ラ ン 基 金

会員

募集

ポラン広場東京は「地球の家を保つため

に」という理念のもと、５つのテーマ〔有

機農業(農)〕〔自給・連携〕〔食文化・環境〕

〔体験・交流〕〔流通・販売・消費〕で人

と活動と情報をつなぐNPO法人です。

運営は会員の方々からの会費や寄附な

どに支えられています。趣旨に賛同いた

だける方はどなたでも会員になれます。

有機的な生産・製造・流通・販売・消費・

生活のネットワークづくりをぜひご一緒に！

●入会金(正会員のみ)　5,000円(個人)　/　10,000円(団体)

●年会費�正 会 員　10,000円(個人)　/　20,000円(団体)

 � 賛助会員　5,000円(個人)　/　3,000円(学生)/

� � 10,000円(団体)

●入会方法…入会申込書をお送りいただくか、下記の口座

にご送金ください

●会員特典…ニュースレター・各種イベント案内の送付、イベ

ント等の優先参加・参加費の割引があります

編 集 後 記

2017
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三鷹産業プラザ

2/

郵便振替 00150-3-324022

来場者プレゼント

はじめる“ディープオーガニック”

オーガニック＆ナチュラル　ポラン広場東京の集い2017

1月21、22日の2日にわたり代々木公園で「アースガーデ

ン」が開催されました。アースガーデンは季節ごとに開催

されるコミュニティフェスティバルです。オーガニック＆エコ

ロジカルなライフスタイルがより身近なものになるように、

自然と人との共生の意識がより毎日の暮らしに根付くように、

幅広い人々と様々な出店が集まる場を創り続けています

ポラン広場東京も「ファーマーズガーデン」を企画、参加し

ました。北海道から鹿児島まで全国の生産・製造者が集い、

ネットワーキングの具体的な成

果である自慢の有機野菜、自

然食品などを紹介しました

よく晴れた冬空のもと、たくさ

んの方にご来店いただきました

ラパンノワールくろうさぎ カワノすり身店

ポラン広場東京

べにや長谷川商店 遠忠商店

編集・発行
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ポラン広場東京

[特集] なぜいま、ディープオーガニックなのか？
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■「ディープオーガニック」と「シャローオーガニック」�

環境思想の一つに「ディープ・エコロジー (deep ecology)」

があります。これは、1973年にノルウェーの哲学者アルネ・

ネスにより提唱された思想です。2013年8月発行の本誌

でも紹介しています

ディープエコロジー／これは政策的な環境保全や省資源といっ

たことだけではなく、人と自然との関係性を深く見つめなおし、

生き方や心のあり方にまでかかわる哲学／人間のエゴの上に成

り立つエコは、地球の生態系を守るといいながらも、その逆方向

に進むおそれがあることを危惧し／提唱した言葉です　(「ディー

プ・オーガニック」日野雄策氏　『きとうむら通信』より抜粋)

「人間のエゴの上に成り立つエコ」いわば人間中心のエコ

のことを、ネスは「シャロー・エコロジー (shallow ecology)」

と呼んでいます。現在の「オーガニック」にも、深い・ディ

ープと浅い・シャローがあると思うのです

■日本の「オーガニック」その推移

ここで話を過去にさかのぼり、ポラン広場の経緯と日本

の「オーガニック」の推移とについて話しましょう

1945年敗戦後の朝鮮戦争(50年勃発～53年休戦)から、

71年ドル・ショックと73年第1次石油危機までのおよそ

20年間に日本は高度経済成長を遂げます。しかし、その

成長の影で四大公害病(熊本水俣病・新潟水俣病・三

重四日市ぜんそく・富山イタイイタイ病)や大規模自然破

壊など巨大なリスクを背負う時代が進行します

そのような社会に様々な批判があるなかで、調和のとれ

た社会の基盤として有機農業があることに気づき、70年

代後半に有機農業を目指す百姓と出会い、産物を流通

し始め、80年代にその展開発展をめざしてポラン広場を

こさえ、90年代には「ポランの有機農業ガイドライン」を

つくり、「オーガニック」の実践と社会化に取り組むことにな

ります

2000年に有機JAS認証制度が始まり、「オーガニックの社

会化/有機農産物の消費拡大」のために、ポランは認証

制度を肯定的に評価しました……しかし、そこから曖昧な

迷走ともいえることが始まったように思います

JAS(日本農林規格)は、農林物資の規格化及び品質表

示の適正化、つまりは商品規格でしかありません。そこに

は「なぜ」「いかにして」の問いかけがありません。「なぜ有

機農業なのか」「どのように有機農業を進めるか」という

考え／スピリットがありません。非-思想・無-思想な有機

農業と有機農産物には偽装等の事件も発生しましたし、こ

れからも起こりえます。私たちはそこに矛盾を感じながらも、

社会のなかで次の展開をするだけの土台をこさえることな

く様子を見続け、時流に流されるしかありませんでした

そういうなか、2015年に西村和雄先生の『西村和雄の有

機農業原論』が発行され転機・画期を迎えることができ

るのではないか、と……。西村先生は、有機農業の包括

的な定義が必要であり、「その根幹は圃場生態系の構築と

完成、そして圃場に土壌生物の多様な世界をつくりあげる

ことである」と言われます。また、現在の有機JASの95％

は多投与の資材依存型であり、「作物に投与するのではな

く土壌生態系の円滑な動きを目的に投与する。植物質主

体の堆肥」の低投与型有機農業と「作物に必要な栄養分

はかなりすくなくても、それを使いまわしながら作物自体が

自律的に成長する」(もっと低投与)低栄養成長型自然農

法の農業形態にもっていくべきである、と言われます

そのとおりです。なぜなら現在多くの有機農業は、現代農

業／慣行農法の化学肥料の代替えとして有機資材を使

用しているように思われます。そして、作物に有機資材と

はいえ何かを与えるということは結果として自然環境や土

壌を撹乱することになるのです。そのような意味で、多投

与の資材依存型は真の有機農業とはいえず準有機であり、

シャローオーガニックに属する、そのことが明確になったの

です

■土が喜ぶ　ディープオーガニック

それに対して、低投与型有機農業あるいは低栄養成長型

自然農法はディープオーガニックだといえます。多投与の

資材依存型オーガニックと識別しなければなりません。青

森県津軽の米・大豆生産者である三上さんは、田畑から

出たもみ殻・米ぬか・くず大豆などを醗酵させて田畑にか

えす自然農法をおこなっています。良質な有機米やたわわ

に実る大豆で、地元でも篤農家として位置づけされていま

す。その三上さんは「土壌が喜んでいる」と言う農業を実

践しています

■生産と流通と消費の三位一体で

日本の風土に根差し暮らしてきたひとびとは、古くから自

然と共生するという考え／スピリットをもっていました。明

治以降の近代化により西洋近代の自然観が取り込まれ、

自然は人間が支配し利用する対象となってしまったのです。

……ちょっと立ち止まり、いまここに立つところから自然を、

地球を細やかに大きく見つめたいと思います。それが本来

のオーガニック、すなわちディープオーガニックだと思うの

です

われわれの仕事は、Organic＆Naturalの理念と実践を消費

者にわかりやすくパッケージにすること。これまでオーガニッ

クというものを日常のなかに取り込んでいない人にこそ届け

たいとも思います

自然を、大地を撹乱することなく耕作する生産様式は、耕

作者の喜びになり、そこからの美味しい産物をうけとる生

活者は、自然と大地を思い浮かべる、そのワクワクする気

持ち。あなたがいま食べようとする一粒のお米は、未来の

水田を保つことにつながり、いま食べようとする果物一個

は未来の里山自然環境を守ることにつながります。未来は

いまのなかにあり、ゆっくりと背中でひらかれていくでしょう

■集いに集まりましょう！

ポラン広場東京の集いでは、自然生態系の撹乱を極力抑え、

土壌の生態系が自律的に機能するような栽培・管理の方

策を、京都大学農学博士・西村和雄先生が講じてくださ

います。先生を囲んでの質疑応答もします。集会後の実践

にも先生からのアドバイスは継続します。生産者はもちろん

のこと、消費者のみなさんもぜひご来場いただき、オーガ

ニックの「すごい」を話し合いましょう！

[特集] 

なぜいま、ディープオーガニックなのか
～有機農業の成熟へ向けて～

NPO法人ポラン広場東京　代表　神 足 義 博

(聞き手) 事務局・白石 愛子

2月18日開催の「ポラン広場東京の集い2017」のテーマは「はじめる “ディープオーガニッ

ク”」。いま、「オーガニック」は広く社会に普及し、環境問題や食と暮らしの安全性の意識の

高まりにともない、安心で豊かな日常をすごすために、エコやオーガニックな商品も定着し

つつあります。この時流のなかで、「真のオーガニックの意味を理解して、新たなオーガニック

の地平へ進むために集いをしよう」と話すその真意を代表・神足義博に聞きました

●味噌づくり体験教室

               2016.3.5

ポランの有機味噌生産者、島根・やさか

共同農場の代表 佐藤大輔さんを講師に

迎え、国産有機大豆・有機米こうじ・自然

塩でつくる、味噌づくり体験教室を開催し

ました。小学生から大人まで15名の参加

者と共に、家庭で仕込むポイントなどの話

を交えながら終始和やかな雰囲気の体験

教室となりました

●わわや×三三三市　         2016.3.13

3月11～14日に渡って開催された東日

本大震災復興イベント「3.11映画祭」の

メイン会場3331アーツ千代田で行われた

マーケット。ポラン広場東京は、八木澤商

店の「奇跡の醤（ひしお）」を中心に商品を

展開。同時に、「私たちは東北を忘れない」

というポラン広場東京の想いを掲げたパネ

ルや、キッズウィークエンドなどの私たちが

進める復興 ・

NUKE FREE関

連のアクション

についてのポッ

プも展開しまし

た

●キッズウィークエンド＠青梅9

～福島子ども保養ツアー～

2016.4.22～24

キッズウィークエン

ドは、原発震災に

より外遊びや運動

などに様々な制約

を受けている福島

の子どもたちを招

待し、思い切り楽しく遊んで英気を養って

もらう保養バスツアーです。2012年から開

催され今回が9回目。参加した43人の子

どもたちは、多摩川遊歩道ウォーキング/

ものづくり見学/杉玉づくり/ベーゴマ遊び

/音楽ワークショップ/代々木公園周遊と盛

りだくさんの2泊3日を過ごしました。たく

さんのボランティア、協力、協賛、寄附によっ

て成立しました

�

●ファーマーズガーデン“春”　

2016.4.23～24

アースデイ東京2016

「アースネイティブ宣言！」をテーマに開催さ

れたアースデイ東京2016。この催しで、ポ

ラン広場東京は

直売市 「ファー

マーズガーデン」

を展開。全国の

生産 ・製造者

14団体と共に、

多くの来場者にＰＲしました

●キッズウィークエンド＠北杜＆青梅10

　～福島子ども保養ツアー～

2016.8.18～21

10回目となるキッズウィー

クエンドは、日程と参加

規模を拡大して開催のは

ずが、台風の通過に伴う

荒天のため出発日を1日

遅らせ3泊4日の行程と

なりました。66名の子ど

もたちが参加し、テント立て・キャンプ/も

のづくりワークショップ/自然体験プログラ

ム/国立天文台見学/山歩き/花火/多摩

川でのラフティングなどを楽しみま

した。ポラン広場東京は食材の提供と寄附・

協賛の呼びかけなどに協力しました

●第10回土と平和の祭典

2016.10.16

音楽で彩る有機農業と農的暮らしの文化

祭「土と平和の祭典」。オーガニックでエコ

な生産者が日比谷公園に集結しました。

環境に配慮した商品販売、音楽ライブ、トー

クショーなど充実

のプログラムに多

くの来場者が集まり、

ポラン広場東京も

出店してきました



低投与型有機農業・超低投与の自然農業の達成に向けて！

ネットワーキングニュースレター復刊！

C O N T E N T S
特集●なぜいま、ディープオーガニックなのか？　(神足代表理事)●ポラン広場東京集会2017参加のご案内●ニュースレター復刊のお知ら

せ●2016年活動Topic●アースガーデン“冬”出店報告●本の紹介「奇跡の醤(ひしお)/陸前高田の老舗醤油蔵 八木澤商店 再生の物

語」●新規会員・寄附者など●活動予定

じむ
きょ

く

N O T E

NPO法人ポラン広場東京に集う皆さまの交流、ネットワーキン

グをより円滑に、タイムリーに、有機的に結ぶべく、皆さまの活

動や事務局の動向などを発信するペーパーメディア『ネットワー

キングニュースレター』。2013年5月プレ創刊号から毎月発行し、

2014年12月号をもって紙媒体での発行は休刊となりました。

この間、ウェブサイトで随時活動情報を配信しておりましたが、

約2年の時を経て復刊することが決定！今後は偶数月に皆様の

お手元にお届けの予定です。皆さまからの寄稿や活動などの情

報も掲載していきたいと考えています。情報をお待ちしています！

ポラン ネットワーキング ニュー

スレター復刊21号をお届けし

ます。小さな、しかし大切な私

の目標 「白い!柔らかい!届く!

響く!文章を書く」

2月18日三鷹で逢いましょう!

(さ)

ポラン広場の宅配会員の方々

ご支援・ご協力ありがとうござ

いました(2016年11月1日～

12月31日)

編集チーム4名での慣れ

ない編集作業でしたが、

何とか無事に復刊第1号

完成に至りお届けできる

ことにワクワクしています

（し）

東日本大震災の津波で、壊滅的な被害を受けた岩手県

陸前高田市。そこで、文化4年 （1807年）から続く老舗

醤油蔵 八木澤商店は、200年以上の歴史を持つ土蔵や

杉桶、そして醤油屋の命である「もろみ」を津波で失った。

誰もが「終わった」と思ったが、九代目の河野通洋は震災

から5日目にして「必ず再建する」と社員を前に約束する。

醤油をもう一度つくれる日を夢見て、必死に再建を目指

す社員たち。河野をはじめ、八木澤商店の社員たち、そし

て陸前高田の人々の5年間の苦闘を、緻密な取材で描く

ノンフィクション

[活動予定]　●2月18日(土)13時～17時　ポラン広場東京

集会＠三鷹産業プラザ●4月22日(土)・23日(日)アースデ

イ東京2017～ファーマーズガーデン＠代々木公園

Networking Information

～陸前高田の老舗醤油蔵　八木澤商店　再生の物語～

ひしお

奇跡の醤

書籍出版案内

※ポラン基金にたくさんの方々

のご協力をいただいております。

紙面の都合上、全員のご紹介

をすることができませんが、機

会を設けてご紹介させていた

だきます

■竹内早希子 著■四六判ハード 　288頁■定価1,700円+税

■2016.10.31発売■祥伝社

「絶対、復活してやる」　

若き経営者の覚悟と苦闘を描く

西村 和雄 氏
にしむら　　かず　お

日    時

会    場

開    会

参 加 費

お申込み
＆

お問合せ

内    容

2017年2月18日(土) 13:00～17:00

三鷹産業プラザ 7階 会議室
三鷹市下連雀3-38-4
（JR中央・総武線三鷹駅南口徒歩7分）

13:00（開場12:30)

第一部　13:30～15:00

　講演（京都大学農学博士・西村和雄氏）

第二部　15:30～17:00

　参加者との質疑応答ほか

1,000円 (事前申込で無料)

ポラン広場東京事務局

TEL:0428-22-6821　E-mail:office@polano.org

有機農業ってなんでしょう？
なぜ農薬や化学肥料を使わないの？

どうやって農薬を使わずに病気や虫から作物を守るの？

あらためて問われるとうまく説明しにくい有機農業の定義や論理について、

日本を代表する有機農業研究者の一人、農学博士・西村和雄さんが

誰にでも分かるようにズバリ！と解き明かします

ポランは、現代農業で多用される化学肥料を有機肥料に

代替した多投与資材依存型「準有機」農業を脱し、ディー

プオーガニック(造語です)すなわち低投与型有機農業・超

低投与の自然農業に取り組み、その展開をしていきます

「オーガニック＆ナチュラル」という表現には「有機農業と

自然食品」に留まらず、「低投与型有機農業」「もっと低投

与の自然農業」への成熟を成し遂げる、という考えが込め

られています

事前参加申込の方に、会場にディスプレイされ

た旬の有機野菜・果物やポランのオーガニック

＆ナチュラル食品・生活用品をプレゼント！　

1945年、京都市生まれ。 京都大学農学

部修士課程修了。環境科学総合研究

所、京都大学助手、同大学フィールド科

学教育研究センター講師を経て、2007

年退職。京都大学農学博士

著書に、『おいしく育てる菜園づくりコツ

の科学』『有機農業コツの科学』『西村和

雄の有機農業原論』（七つ森書館）など

講演者プロフィール

※詳細はウェブサイトをご覧ください  www.polan.tokyo.jp

はじめる“ディープオーガニック”はじめる“ディープオーガニック”

ポラン広場東京の集いに集まろう！

ファーマーズガーデン“冬”

2017.1.21(土)・22(日)

earth garden“冬”

新年会
＠代々木公園

【 事 務 局 か らのお知 らせ 】

【 新 規 会 員 ・寄 附 者 な ど 】

ポ ラ ン 基 金

会員

募集

ポラン広場東京は「地球の家を保つため

に」という理念のもと、５つのテーマ〔有

機農業(農)〕〔自給・連携〕〔食文化・環境〕

〔体験・交流〕〔流通・販売・消費〕で人

と活動と情報をつなぐNPO法人です。

運営は会員の方々からの会費や寄附な

どに支えられています。趣旨に賛同いた

だける方はどなたでも会員になれます。

有機的な生産・製造・流通・販売・消費・

生活のネットワークづくりをぜひご一緒に！

●入会金(正会員のみ)　5,000円(個人)　/　10,000円(団体)

●年会費�正 会 員　10,000円(個人)　/　20,000円(団体)

 � 賛助会員　5,000円(個人)　/　3,000円(学生)/

� � 10,000円(団体)

●入会方法…入会申込書をお送りいただくか、下記の口座

にご送金ください

●会員特典…ニュースレター・各種イベント案内の送付、イベ

ント等の優先参加・参加費の割引があります

編 集 後 記

2017

18
三鷹産業プラザ

2/

郵便振替 00150-3-324022

来場者プレゼント

はじめる“ディープオーガニック”

オーガニック＆ナチュラル　ポラン広場東京の集い2017

1月21、22日の2日にわたり代々木公園で「アースガーデ

ン」が開催されました。アースガーデンは季節ごとに開催

されるコミュニティフェスティバルです。オーガニック＆エコ

ロジカルなライフスタイルがより身近なものになるように、

自然と人との共生の意識がより毎日の暮らしに根付くように、

幅広い人々と様々な出店が集まる場を創り続けています

ポラン広場東京も「ファーマーズガーデン」を企画、参加し

ました。北海道から鹿児島まで全国の生産・製造者が集い、

ネットワーキングの具体的な成

果である自慢の有機野菜、自

然食品などを紹介しました

よく晴れた冬空のもと、たくさ

んの方にご来店いただきました

ラパンノワールくろうさぎ カワノすり身店

ポラン広場東京

べにや長谷川商店 遠忠商店

編集・発行

NPO法人

ポラン広場東京

[特集] なぜいま、ディープオーガニックなのか？
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ポラン広場東京 Facebook
http://www.facebook.com/polantokyo
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